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投資のスペクトラム（ESG投資とインパクト投資）

出所）Bridges Fund Management (2015). The Bridges Spectrum of Capital, p.3. を基に
環境省・CSRデザイン環境投資顧問作成した資料を基に加筆修正
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国交省「我が国不動産へのESG投資の促進に向けて」

出典︓ 国⼟交通省（2019）ESG不動産投資のあり⽅検討会 中間とりまとめ
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ポジティブ・インパクト・ファイナンスの事例
（海外）

• キングスクロス駅周辺27万㎡超の
⼯業跡地を、サステナビリティに配慮した
商業・住居・オフィス・⼤学・公園などの
複合施設へ再開発

• 環境配慮の取り組み
• オフィス棟はすべてBREEAM取得
• 中央集約による省エネルギー
• 埋⽴処理の廃棄物をゼロとする⽬標設置
• 太陽光発電・屋上緑化・900台分の駐輪場

• 歴史的建物の保存

出典︓ Urban Land Institute Case Studies, Kings Cross Website

ロンドンにおける都市の⼤規模再開発
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• 社会経済的便益︓建設トレーニング・センターにより、
600の職業訓練、450の全国職業資格（NVQ)取得達成
周辺地域の雇⽤増加は５年間で50%（ロンドン平均18%）

• 社会的便益︓ 900の住宅新設のうち36％がアフォーダブル（ロンドン平均25%）
600の若年層＋420の社会⼈によるボランティアプログラム等により
1250万ポンドの社会福祉的便益を創出
26エーカー（全敷地の40%）のオープンな公共スペース等により
プレイスメイキング、2年間で750万⼈の来場者

• 環境的便益︓ 15のグリーンビル認証（9件でBREEAM “Outstanding”,“Excellent”）
中央エネルギーセンターにより熱の99％をオンサイトで供給し、電⼒
需要の79％をオフセット
＞9000m2の屋上緑化, 280本の植樹

出典︓ Regeneris “The Economic and Social Story of Kingʼs Cross”(Nov. 2017)
ULI “Case Study: Kingʼs Cross”, Kingʼs Cross Sustainability Report
14/15,15/16,16/17

ポジティブ・インパクト・ファイナンスの事例
（海外）



©CSRデザイン環境投資顧問 6

ポジティブ・インパクト・ファイナンス かつ
ブレンディッドファイナンスの事例（国内）

• 公（⼤⽥区）の役割︓
 中⼩企業（まち⼯場）に対して賃料補助を提供することで、⼿頃な価格で⼊居可能に
 投資家に対しては、区が直接の借主になることによる信⽤補完を提供

• ⾦融機関・投資家の役割
 リスク・リターンの選考の異なる参加者により、シニア、メザニン、エクイティを提供

出典：産業ファンド投資法人プレスリリース
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環境省 ⽇本国内の事業におけるインパクトニーズの特定について（例）

1．貧困

2．飢餓

3．健康と福祉

4．教育

5．ジェンダー

6．水

7．エネルギー

8．働きがい9．産業
10．不平等

11．まちづくり

12．つくる責任・つ

かう責任

13．気候変動

14．海の豊かさ

15．陸の豊かさ

16．平和と公正

17．パートナーシップ

経済収斂

食糧

健康・衛生

大気・室内空気

教育

包摂的で健全な経済

水（入手）

水（質）

エネルギー

資源効率・安全性雇用

包摂的で健全な経済
情報人格と人の安全保障

住宅

移動手段

文化・伝統

資源効率・安全性

廃棄物

気候

生物多様性と生態系サービス

土壌

生物多様性と生態系サービス

正義

強固な制度・平和・安定 経済収斂

赤：
ニーズが特に高い
と考えられる領域

橙：
ニーズが高いと
考えられる領域

凡例：

同心円の最内層：
・SDGs

「SDGsインデックス＆ダッシュボード評
価」（2020）によって我が国において最も
対応が必要とされたSDGsを赤色、対応

がなされていると評価されたものを緑色、
それ以外を黄色とした。

同心円の中間層：
・対応する
日本政府「SDGs実施指針」

日本政府「SDGsアクションプラン2020」に
記載の「経済財政運営と改革の基本方
針2019」において、日本が国際社会を

リードするべき取組として示されたを
SDGsを赤色、その他進めるべき取組とし
て示されたSDGsを黄色、その他を緑色と
した。

同心円の最外層：
・対応する
主なUNEP FIインパクトカテ

ゴリ

日本のカントリーニーズにおいて最も
ニーズが高い（スコア4）と評価されたも
のを赤色、最もニーズが低い（スコア1）
とされたものを緑色とし、その他のものを
黄色とした。

出典：環境省「インパクトファイナンスの基本的考え方」


